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「
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
大
切
で
す
」

笠
間
市
立
病
院

　
　安
達

　晴
美

あ
だ
ち

は
る
み

い
と
う
ま
な
み

芭
蕉
の
句
碑（
一
ツ
葉
に
つ
い
て
）

　

夏
来
て
も
た
ゞ
一
ツ
葉
の
一
ツ
か
な

の
句
碑
が
愛
宕
山
神
社
本
殿
北
側
の
飯
綱

神
社
境
内（
階
段
上
左
側
）に
あ
り
ま
す
。

芭
蕉
の
句
集『
曠あ
ら
の野

』所
収
で
、
貞
享
五

年（
元
禄
元
・
一
六
八
八
）に
現
在
の
岐
阜

県
長
良
川
付
近
の
山
路
を
た
ど
っ
た
時
に

詠
ん
だ
も
の
で
す
。

芭
蕉
没
後
百
回
忌
に
、
茨
城
町
野
曽
の

佐
久
間
青せ
い
こ
う郊

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

（
実
際
に
は
佐
久
間
家
が
類
焼
で
全
焼
し

た
た
め
、
二
年
後
の
寛
政
七
年
・
一
七
九

五
・
建
立
と
な
る
。）

と
こ
ろ
で「
一
ツ
葉
」と
は
、
ど
ん
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
植
物
図
鑑
で
は
、

ウ
ラ
ボ
シ
科
の
常
緑
多
年
生
シ
ダ
。
一
枚

づ
つ
直
立
、
暖
地
の
山
野
に
自
生
し
観
賞

用
と
し
て
も
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

漢
名
は
、石
韋（
せ
き
い
）。
韋
と
は（
な

め
し
・
そ
む
く
意
）漢
方
薬
で
の
生
薬
名
。

『
神し
ん

農の
う

本ほ
ん

草ぞ
う

経き
ょ
う

』の
中
に
収
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
過
去
に
は
利
尿
・
治
淋
薬
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

別
名
は
大
葉
石
韋
・
飛
刀
剱
・
石
皮
・

ひ
と
つ
ば（
石
韋
）と
あ
り
ま
す
。

今
で
は
愛
宕
山
に「
一
ツ
葉
」は
無
い
そ

う
で
す
。

佐
久
間
青
郊
の『
三
百
六
十
日
々
記
』

（
寛
政
五
年
元
旦
か
ら
十
二
月
十
九
日
ま

で
）に
は
、
碑
の
建
設
に
際
し
、
一
ツ
葉

に
つ
い
て
調
べ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

三
月
十
八
日
の
と
こ
ろ
に
、

　

雨
。『
一
ツ
葉
』の
不
審
晴
れ
る
。

　

夏
来
て
も
只
一
ツ
葉
の
一
ツ
か
な

此
句
の
弁
知
ら
ず
。人
も
知
り
が
た
し
。

医
書
を
開
く
と
、『
石
韋
ヒ
ト
ツ
バ
山
中

ノ
石
ノ
上
ニ
生
ズ
。
長
一
尺
余
。
毛
ア

リ
黄
毛
也
。
ヒ
ロ
サ
一
寸
ア
マ
リ
。
裏

ニ
毛
ア
リ
黄
毛
也
。
此
草
ハ
深
山
ニ
ア

リ
。
人
ノ
声
水
音
ノ
響
聞
コ
ユ
ル
可
ノ

所
ハ
薬
力
ウ
ス
シ
。』

と
あ
り
ま
す
。

古
書『
神
農
本
草
経
』は
、
中
国
最
古
の

医
学
書
で
、
薬
草
に
つ
い
て
詳
し
く
書
か

れ
て
い
ま
す
。
神
農
と
は
、
中
国
の
伝
説

上
の
帝
王
で
す
。

こ
の
外
、
笠
間
市
に
は
芭
蕉
の
句
碑
が

二
つ
有
り
ま
す
。

　

○　

笠
間
稲
荷
神
社
・
藤
棚
下

し
ば
ら
く
は
花
の
上
な
る
月
夜
か
な

　

○　

玄
勝
院

　
　

古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音

（
市
史
研
究
員　

松ま
つ

本も
と

兼か
ね

房ふ
さ

）

句　碑

一　ツ　葉


